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 〈主張者〉〈裸体と着衣シリーズ 背景〉〈裸体と着衣シリーズ 輪郭〉の３点を博士提出作品として
審査し、審査員全員合格と判定した。 
 
（総合審査結果の要旨） 
 
 論文の主題となる「裸体と着衣」は、彫刻表現における芸術の価値観と可能性について自身の制作体
験を論考したものである。張崴の彫刻に対する考え方は、母国中国の急速な近代化の影響による社会変
化と人民の普遍的な姿を彫刻として表現するために自身の彫刻表現と結び付けようと試みている。 
 この考察を通して今後の彫刻の制作において大いに反映されるものであり、より深く力強い彫刻芸術
の展開がされていくものと期待できる。 
 また中国留学生である張威は、日本で学び得た経験と知識を母国にもちかえり、そこで後進の育成や、
芸術教育に大いに役立てることが期待できる。以上のことから、本論文に示された学識と、彫刻への独
自の考察は、高く評価できる。 
 作品における審査は、提出されたテラコッタの３作品について行われた。彫刻は、張崴の中国の大陸
を背景とした人間と社会の歴史に加えて芸術と社会の関係を映し出そうとする張の意図と彫刻における
自己の本質的な表現性を見いだすための研究として制作されている。それら表現性の研究は、テラコッ
タ素材を基本とする塑造彫刻としての造形展開、具象表現の展開がさまざまな手法により研究され、こ
の度の作品制作に及んだものであり、現代の多様化したさまざまな表現を研究することで表現領域の拡
大を図っている。 
 「主張者」2009、「裸体と着衣シリーズー風景」2009、「裸体と着衣シリーズー輪郭」2009は、約800℃
で焼成された呼吸感のある質感と柔らかな空間性を求めたものとなっており３体の人物像を空間構成し、
それらを対等化することによって心理的距離感を表し「裸体と着衣」の社会性と時間性を鑑賞者に自覚
させる作品は、彫刻の可能性と表現性において充分に展開されていると評価された。 
 審査の結果、博士論文、作品ともに主査、副査全員の評価が合格と判定された。 
 
